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レーザ応用計測システム"HルLAM”

大形構造物は,加工から組立てまで

の工程中で,構造物の水iFレーヾル山し

と寸法の検査を繰り返し行なう必要が

ある｡従来,この作業はピアノ線,又

は水盛-)により基準線を設定し,測定

点から基準線までの距離をスケールで

測定する方法を用し､ていた｡しかし,

段取りと計測に長時間を要するのが欠

点であった｡

日立製作所では,この計測作業の能

率向上を図るため,レ【ザを応用した

計i別システム"HILLAM''を開発した｡

"HILLAM''は,レーザ光を水平あ

図l レーザ応用計測システム"HILLAM''

(左から受光器,光源装置)

るいは鉛直に回転させ,光の基準面を

作る光?傾装置,この基準面を自動的に

検出する受光器,受光器の出力信号を

′受け大形構造物の高さ調整を行なう自

動レベルi澗整台から構成しており(図

1),従来法に代わる計測手段として,

クレ【ンの組立て(図2)などに活用さ

れている｡

l.主な特長

(1)レーザ光を回転させて,水平ある

いは鉛直の回転面を自動的に設定する

ことができる｡このため,光の到達す

図2 クレーン組立作業への適用例

表l 主な仕様

装置名 仕 様

うヒi原
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レー

ザ出力
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水平･鉛直手甫イ井

iHe-Neレ…ザ
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レーザ位置検出

測定車巨匪i

i則定斗再度

位置表示
テーィジクル表示-ト

印字吉己録

電 源
内蔵蓄電池又は

AC10(】>

るJエし-範幽での計測が可能で､かつ併

行作業にも支障を与えない｡

(2)レーザの回転面を基準に,構造物

の水平レ/ヾルナl-1しと寸法の検=在を自動

的に行なうことができる｡このため,

再現性及び精度の良い計i則を短時間に

行なうことができる｡

(3)屋内外,あるいは異夜グ)別なく測二右

ができ,太陽光などの影響苧を′受けない｡

2.主な仕様

主な什様を表1に示す｡

(日‾､工尊望作j叶機′.一にヰi鞋イく郎)

固体撮像素子の特性と応用

同体掘條素子は,槻條管に代わる全

｢【fl休化カメラの撹條デバイスとして注

目されてし､るが,その実用化の第▲一歩

としてMO S形モノクロ同体梶イ象素子

HE97211を製品化し,発売した(図1)｡

同時に本素子を日立電了･株式会社製カ

メラにj采用Lた(図2)｡瑞イ象管にない

特長を生かし,業務用分野での計測用,

監視用カメラなどに幅広い1芯用が期待

されている｡

1.主な特長

1

2

3

4

5

6

7

8

9

高感度である｡

小形,軽量,低消費電力である｡

高信束割安,長寿命である｡

川形ひずみがない｡

周辺解像度の劣化がなし､｡

残條,焼付がない｡

振動,衝撃に強い｡

外部電磁界の影響を受けない｡

低コスト化が可能である｡

2.応 用

_L記の特長のほか,本素子を使用し

lがぞ 図l 固体撮像

素子HE97211

図2 固体カメラ(左:カラーKP-500,

右:モノクロKP-120)

た同体カメ.ラは次のような利ノ.‡をもつ｡

2.1 固体モノクロカメラ"KP-120”

(1)MOS形素了一の高い光利用率に加

え,同定パターン雑音除ユさ｢[+路を用い

たことにより,高感度,統一推音である｡

(2)外部機器との同期結合ができる｡

2.2 固体カラーカメラ(3板式)

"KP-500''

(1)i句素補間インタレース法を用い,

縦横の画素数を等価的に2倍にするこ

とによr),高解イ象度である｡

表】 主な仕様

______且望包茎五三上温ま三三+.+___チ ッ プ面積 9.8mm水平×8.4mm垂直

走 査 面 積 8.8mm水平Y6.6mm垂直

画 素 面 積

革_ 素 数

パッケージ寸法

撮像可能波長

27ノ〃∩×2了〃nl

320水平X244垂直

ぞ5∴ク.聖叩三1ユニ旦幽
400～ l.050nl¶

表2 主なイ士様

名称･形式
固体モノクロカメラi固体カラーカメラ

項目 ■-KP-120” "KP-50()”

碍使方式

被写体照度

単 板 式
3板式,R,G,B

3色分解方式

40lx(FZ) 500lx(F2)
最低5lx(Fl.4) 最低1081×(Fl.4)

S/N

_些_目早(4._室由中主亭箪)__些巨(隻_.jせ坦三軍埠1
解像度

消費電力

240本水平, 400本水平,

19(】本垂直 三5p本垂直

5.5W(DC)2.7W(DC)

カメラヘッド 430g l.7kg

J重 量 幅62)(高さ48:く 幅70×高さ125:く
1寸 法 息行131(mm) 奥行柑0(mm)

(2)狭帯域形プリアンプ,固定パター

ン雑音除去山路,ホトカプラなどの二院

用により,イ氏雑音化を阿っている｡

3.主な仕様

素子及びl占l体力メラの主な仕様を表

1,2に示す｡

(日.‾､∵製作所 電十事業本部)
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マイクロ波応用スピードセンサ

従来,船舶や航空機のナビゲータと

して実用されていたマイクロ波ドップ

ラレーダが,現在,野球のスピードガ

ンやドアの自動開閉装置など民生機器

の分野へ多数進出してきた｡日立製作

所て､は,移動物体の検知用など,非接

触式スピードセンサの広範な応用に着

目し,低廉かつ高感度,高信頼度の24

GHz帯ドップラレーダセンサを開発し

た｡図1,2にドップラレーダモジュ

ールとセンサの外観を示す｡

1.主な特長

(1)導波管の電磁界を直結させた,超

′ト形MIC(マイクロ波IC)を開発し,

ドップラレーダ部の′ト形簡素化を匝】っ

た｡

(2)MICの周波数安定化を阿るため,

TiO2系セラミック某板を使用した～且度

補償方式を採用した｡

(3)導波管開rコ部をマイカ枇で密閉し,

耐環境性の向上を図った｡

(4)アルミダイキャスト製ケースの採

用によr),堅牢,かつコンパクトで衝

絆

図l ドップラレーダモジュールの外観

表l 主な仕様

鍔′頚

㌔

｢鞄
図2 ドップラレーダセンサの外観

項 目
l

仕 様
l

,
項 目 仕 手兼

;周 ;皮 数 241125GHz. 1

l

-■ヒ

lン

サ

吾β

l

アンテナ利得 18dB

モド

ジツ

ユプ
ラ
lレ

ル1

吾汚クー

出 ブ〕 3dBm 検出速度範匪l 2 ､250km/h

周ラ皮致さ五度牛身性 20ppm/Oc アナログ出力電圧 2V/100km/h

最小受イ言電力 -90dBm /ヾノレス出力/司三度数 4.44kHz/100km/h

動作電圧 5.0V 動作電圧 10-､35V D.C.

動作電う充 0.5Amax. 動作電)充 0.55A max.

而寸 書辰 性 10Gmax. 動作温度軍巨固 -40～＋850c

夕十形 寸)去 ≠Z7×20 夕十形 寸法 幅100×奥行60×高さ86(mm)

撃に強く,完全防水構造である｡

(5)アナログとディジタルの両出力を

設け,他機種への適用拡大を図りやす

く した｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日_技製作戸斤 日動車機器一事業部)
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■特集:ソフトウェア生産技術

ソフトウェア生産の諸問題とソフトウェア生産技術の動向

ソフトウェア構造設計法

プログラミング言語の最近の動向

アプリケーションシステムの効率的設計技法"HIPACE”

システム計画のためのシステム要求分析手法いppDS''の開発
木構造をした70ログラムの論理図面"PAD''

業務ア70リケーション向け構造化プログラミングパッケージー`uDDT”

制御用ソフトウエアーー貰70ログラミングシステムーSPLとその周辺

システム一

利御用ソフトウェア機能一貫システムl`HITEST/F‥

マンマシンデータ生成･保守支援システム"MDMS､'

クロスCORALによる分散アプリケーションシステムの開発

構造化設計技法の事務管理部門における適用

電子交換機仕様記述言語■lsDL”

ソフトウエア開発支援システム``cASD-'

カシオ計算機株式会社における"APL''によるシステム開発

ソフトウェア生産管理システム
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